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ＪＳＣＡ・千葉　第１３回総会開催される

　平成22年6月3日（木）於：三井ガーデンホテル

千葉３階藤の間、午後1時30分定刻に総会の開催が

宣せられた。総会に先立ち、斎

藤代表から、３期６年の代表を

勤めさせてもらったことのお礼

が述べられた。

　出席39名、総会成立が報告

され、定款に従い齋藤代表が議

長席につき、議長一任の声によ

り、書記に市原嗣久氏、議事録

署名人に斉藤利彦氏，西澤博文

氏が指名された。

　議事に入り、総務担当の佐藤暢彦氏から第一号議

案2009年度事業報告の懇切丁寧な説明があり、続

けて第二号議案の2009年度決算報告が会計担当の

向後勝弘氏から説明された後、監事の飯島宏治氏か

ら監事を代表して「適正かつ正確である」との監査

報告がなされた。

　質疑に入り、１人から｢適合性判定の内部監査員

とは」の質問に齋藤代表から｢建築センターの適判

では第３者の監査員を付ける」との説明がなされ

た。早速議場に諮ったところ、賛成拍手多数で承認

された。

　引き続いて、第三号議案2010年度事業計画案を

佐藤総務から、第四号議案2010年度予算案を向後

会計担当からそれぞれ説明がなされ、一人から「業

務委員会が新設されているがその内容は」の質問

に、園部副代表から「JSCA千葉の方向性を協議す

る会を考えている」との回答がありました。早速議

場に諮ったところ、賛成拍手多数により承認され

た。 第五号議案として、役員改選の議事に入っ

た。議長が立候補希望者を募ったが申し出がなかっ

たところ、議長一任の声により、齋藤代表から役員

候補者及び役割案の提案があり、賛成拍手多数で承

認された。以上により本年度総会を滞りなく終了

し、加藤義道司会から閉会宣言がなされた。時に

14時30分であった。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　（椙山誠治）
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成22年度

第1回4月15日

(16：00～17：30)

出席：斎藤代表他17名

１．JSCA本部および関

連他団体についての報

告

２．検討事項

(1)JSCA保険制度説明

会の実施について

(2)鐵骨工業会意見交

換会の実施について

（3）本部会計報告につ

いて

第2回5月12日

(16：00～17：30)

出席：斎藤代表他17名

１． JSCA本部および関連

他団体についての報

告

２．検討事項

(1)JASS5 の 勉 強 会 実

施について

(2)千葉県建築設計関

連6団体連絡協議会参

(3)若手向け勉強会の

再開について（年度内5

回程度開催）

(3)JSCA千葉総会準備

について

第3回7月1日

(16：00～17：30)

出席：園部代表他13名

１．JSCA本部および関

連他団体についての報

告

3．検討事項

(1)適合性判定の事前

相談について。

（2）意匠・構造の平行

審査について

（3）千葉国体協賛広告

の申し込みについて

第4回7月29日

(15：00～17：00)

出席：園部代表他15名

１．JSCA本部および関

連他団体についての報

告

２．検討事項

(1)各委員会の年度内活動

方針の確認

(2)JSCA・千葉ホームペー

ジでの市民相談の受付につ

いて

ＪＳＣＡ千葉役員会議事録抜粋（佐藤）



JJSCA・千葉　第13回通常総会記念講演会の報告

　平成22年6月3日（木）於：三井ガーデンホテル千葉３階平安東の間

にて、午後３時から、平成22年度定期総会記念講演会が行政、関係団

体、協力会員から154名の参加者を得て真崎雄一司会で開催された。

講演前の挨拶で今期から就任する園部隆夫代表から、本日の講演内容

は｢夢あるお話」との紹介がなされた。

　講師：日本大学名誉教授(日本建築学会前会長)斉藤公男先生

　演題：「建築空間と構造」、副題「アーキニアリングへの招待」

齋藤先生は、建築界の流れの中で、「建築家は建築への責任と誇り

を持つ」ということから、建築学会会長時代に自ら名付けられた造語

「アーキニアリング」のもとに、建築構造の面白さを再発見すべく模

型を使っての建築解剖展覧会を開催されている。講演は、それらの内

容をダイジェストした形で、古代の世界遺産から最先端建築まで、

又、巨大な建築から身近な建築について、建築デザインとエンジニア

リングが美しく融合された構築物をより深く覗き込んでみると、そこ

には歴史的背景とともに、いかにも人間らしい模索や苦悩そして驚く

べき工夫と発明の数々が見えてくるものがある。と言うことで、その

ような建築物の一つ一つに自分の足で現場まで行って撮影されたたく

さんのスライドを使っての説明には、素材を中心として、建築物を構

築する知恵、アイデアと言うものが現代まで脈々とつながっていると

いう実感を感じられ、講師の建築構造への興味の強さと情熱が感じら

れて引き込まれてしまいました。お礼の挨拶では、齋藤美佐男直前代

表から、「あらためて構造の面白さを感じました。」と述べられた。

　（椙山誠治）

JSCA・千葉　第13回通常総会懇親会の報告

　平成22年6月3日（木）於：三井ガーデンホテル千葉３階平安南の間

にて、午後５時30分から向後勝弘副代表の司会進行のもと、行政、関

係団体、協力会員から140名余の出席者を得て開催された。　　JSCA
千葉代表挨拶では、園部隆夫新代表から、「３代目の役目を果たす、

若手技術者の育成に努める、技術者の良心を大切にする」と力強く表

明された。JSCA本部からは福島正隆専務理事が挨拶され、「21年目

に入ったJSCAの役割が更に期待される存在になって来ている」との

報告がありました。来賓挨拶では、千葉県県土整備部次長子安正宏様

から総会の無事終了の祝辞があり、「構造技術者の法的な資格が明確

になり、社会的信頼と責任が要求されて来ている中、高い影響力を期

待したい」とのお話がありました。次に、千葉市都市局建築部営繕課

課長重城文夫様からは、千葉市建築行政への協力のお礼の言葉があり

ました。友好団体からは千葉県建築士会会長青柳英俊様が代表して挨

拶されました。乾杯は千葉県建築士事務所協会会長荻原幸雄様の音頭

により行われました。

　祝宴も盛り上がる中、㈱角籐千葉支店の平瀬慎一郎様の司会による

出席協力会員全員の会社自己紹介がなされました。続いては恒例とな

った感のあるミニコンサートが催されました。今回も前代表の斎藤氏

奥方の計らいによるもので、ピアノ伴奏に２人の声楽家の本格的なコ

ンサートで盛大に盛り上がり、高尚な雰囲気に会場の全員

が浸った一時でした。締めには初代代表の飯島宏治監事からの挨拶が

あり、ディナショーと見紛う催し物も、JSCA千葉が苦しい台所の中

で頑張っていることの実情を話されました。そして、13年前のJSCA
千葉の創立時の状況から今日までを振り返ってのお話では、友好団体

の温かい協力・援助があってやって来れたということで、心からの感

謝の言葉を述べられました。

　最後に、30分も延長した盛大な懇親会を開催できたことに対し、出

席の行政、関係団体、協力会員及び会員事務所の皆様に感謝申し上げ

ます。（椙山誠治）

　JSCA千葉・新代表　就任挨拶

　　　　　　　　　　　　　ＳＰＣ設計　園部　隆夫

　JSCA・千葉の代表という役割に緊張を隠せない状況が今の偽らざ

る心境です。創設期の組織立ち上げ、対外的な立場の明確化を実現し

た飯島前々代表と当時の役員の皆様のご苦労、姉歯事件の発生とその

後の過激な建築基準法の改正、資格の改正、構造設計者の資質の改

善、意識改革など、社会的な荒波にさらされながらも、きっちりと舵

を取ってこられた齋藤前代表の後を引継ぐのは大変だと感じている次

第です。役員の方々の全面的支援を頂きながら、また、向後副代表、

市原副代表の支えを

頂きながら、一歩ず

つ歩を進めて行きた

いと思っておりま

す。

　第一歩を踏み出す

にあたり、以下の３

点を重点目標として

掲げました。

１） 今 ま で の

JSCA ・ 千

葉で積み上げてきた実績を踏まえ、方向性をそろえ、会員一

丸となって着実に前進する。

２） 若手構造技術者の育成の場及びベテラン技術者からの知識と

経験の伝承の場を設計事務所間の壁をはずし、共有の財産を

育てる場として設けてゆく。

３） 市民、県民の目線で広い視野と認識を持ち、感受性の豊かな

構造専門集団として役割を担ってゆく。

姉歯事件以来、構造設計者のおかれている社会的環境は、使命、役

割、責任ともに重く厳しい状況となってきております。　

自己研鑽に勤め、会員同士協力し合い、より高いレベルの専門家集

団として成長して行けるよう努力してゆきたい。

設計品質と設計性能の維持と向上、安全安心な街づくりへの努力と

貢献、行政、関係諸団体との協同等、皆様の理解と協力を得ながら、

会員、役員と共に誠実に一歩一歩進んで行きたいと考えています。今

後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　ＪＳＣＡ千葉ニュース（１０－夏号通巻第３３号）　　　　　　　　　　　　２０１０年（平成２２年）８月２５日（２面） 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　会会員レポート　　　　　

　　　　　　記念講演「建築空間と構造」　

　　　　　　　　　　齋藤公男先生

会員委員会定期便　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＳＣＡ千葉「親睦旅行会」を１２月頃に予定して

います。　　　　　　　　　　　（明智・斉藤）　
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懇親会二次会

の会場風景

JASS5改訂に関する講習会に参加して　　 
千葉県県土整備部建築指導課建築審査室  豊岡重人

去る平成２２年５月２０日（木）、建築会館８階に於いて

JASS5改訂に関する講習会が開催されました。講師には、ＪＡ

ＳＳ５の改定委員である古賀一八氏に担当していただき、聴講

には、構造設計者,コンクリート共同組合,行政等の約４０名集ま

りました。

鉄筋コンクリート工事JASS5が2009年2月20日に6年ぶりに

改定になりました。6年前は中堅ゼネコンで構造設計および工事

監理をやっていたので、当時は現場の職員に対し説明会をした

ことを思い出しました。現在は構造設計者の立場から行政の立

場に移り、6年前とは聞く耳が変わり法的にはどうなのか、中間

検査、完了検査に行ったときに注意する部分はどこかが気にな

りました。

大きな改訂として、コンクリート強度の管理があります。コ

ンクリート強度の管理は標準養生28日が基本となります。その

強度が調合管理強度Fm（品質基準強度Fq+構造体強度補正値ｍ

Sn）を満足すればよいこととなります。法とJASS5の関係を表

１コンクリート強度の管理比較表に示します。　　　　　　　

コンクリ

ート強度

は告示昭

和56建告

第 1102
号で規定

されてい

ま す 。

JASS5
は、同告

示のただ

し書き扱

いになり

管理上問題ありません。構造設計者は構造図の標準仕様書に

JASS５の何年版で監理するか記載する必要があるでしょう。ま

た、現場監理者は何を基準に管理するかを施工管理者と確認す

る必要があります。支保工解体、せき板解体等の現場での強度

管理は、現場水中養生または、現場封緘養生の強度によりま

す。現場管理用の試験体と躯体の強度の確認用の試験体が異な

りますので注意が必要です。

　コンクリート耐久設計基準強度が3種類から4種類に増え、短

期（約30年：18N/mm2）、標準（約65年：24N/mm2）、長期

（約100年：30N/mm2）、超長期（約200年：36N/mm2）

となりました。また、コンクリート打設後のかぶり厚さ不足が

懸念される場合の検査方法が示され、現場管理は、今まで以上

にかぶりの管理が求められると思います。その他色々改訂があ

りました。とても勉強になりました。これからも知識及び刺激

を求め、講習会等に参加していきたいと思います。また、設計

者と行政との関係を良くする手助けをしていければと思ってい

ます。今後ともよろしくお願い致します。

　第四回若手向け講習会に参加して

　　　　　㈲佐藤建築構造設計事務所　佐藤暢彦

第四回目の講習は㈱免震システムサービスの冨島誠司氏

の約3時間に及ぶ講習でした。

若手向け講習会も第四回目となり、これまでより一歩進

んだ実施設計の内容に踏み込んでおり、私自身、若手と言う

より中堅となりますが、大変勉強・参考になる話題が多くと

ても興味深く聴講をさせて頂きました。今回も行政からの多

くの参加を含め100名を越す聴講者が集まりました。

最近の構造の講習会ではよく「安全」と言う言葉を耳に

しますが、冨島氏の講習では随所に「壊れる」・「倒壊す

る」などの言葉が聴かれ、建築物が壊れていくプロセスを力

学的に説明しながら、以外と簡単に（これがそうでもないの

ですが・・・）手計算でも追えること、また手計算による略

算検討等を繰り返し直観力を身につけ、プログラム等の解析

結果を検証してみることの大切さをお話されていました。特

に偏芯率や剛性率の他に、耐力の偏在や外力分布形の想定、

時刻歴応答を含めた応力解析結果やそのモデル化の方法、最

後に、部材の断面や耐力から建物を吟味していくプロセスは

大変面白く聴講させて頂きました。

日々、物件の提出や申請等の書類作成など、なかなか慣れな

い作業も多く、目の前の事を処理するに終わっている自分を

振り返ると、耳が痛い話が多く、冨島氏の建物に対する冷静

な評価・検証また、的確な検証方法による結果の妥当性の判

断、これらは、経験を積んだ先輩方の持つ余裕につながって

おり、是非自分も身に付けて行きたい部分であると思いまし

た。講習を聴講しているうちに、建築構造設計の安全性は

「壊れる」・「倒壊する」をいかにうまくイメージすること

が出来るかがとても大切であり、解析や建築構造設計は実は

とてもシンプルなものではないかと思いました。普段、冨島

氏とお話をしていると、ちょっとオトボケをいったり、とて

もゆったりとした雰囲気のある方だなと思っていましたが、

講習会では、そんな話ぶりのなかにも厳しさや熱さが伝わっ

てくるものでした。JSCAでの出会いの中で、こうした体験

談を聞き仕事に生かせることはとても有意義なことであり、

JSCAの目指す所なのではないかと思いました。

 
告示昭和56建告第1102号

供試体の養生方法 強度管理材齢 圧縮強度の基準

上以度強準基計設日82生養中水場現

コア抜き 28日 0.7×設計基準強度以上

又は かつ

上以度強準基計設日19生養んか封場現

旧JASS5（2003年）

供試体の養生方法 強度管理材齢 圧縮強度の基準

現場水中養生 28日 品質基準強度（+3N/mm2含む）以上

標準水中養生 28日 品質基準強度（+3N/mm2含む）＋温度補正T以上

現場封かん養生 28日を超え 品質基準強度（+3N/mm
2
含む）以上

91日以内のn日

新JASS5（2009年）

供試体の養生方法 強度管理材齢 圧縮強度の基準

標準養生 28日 調合管理強度以上（呼び強度）

上以度強準基質品日19き抜アコ

現場封かん養生 91日 品質基準強度＋3N/mm
2
以上

現場水中養生 施工上 施工上必要な強度

現場封かん養生 必要な材齢

表１ コンクリート強度の管理比較表 
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　　マサコラム　１９
 ゴミを入れればゴミがでる  Trash In Trash Out 

　最近のコンピューターの目まぐるしい発展？は時々刻々

急速に変化する情報化社会にとって無くてはならない強力

なツールである事は論を待たない。データベースの構築、

判断の為の演算処理速度はある面、人間の脳を上回る感が

ある。人間の行動を決定づける機能を哲学的、心理学的、

生理学的に分解すると、コンピューターによる人工知能と

同様である。そこで「貴方はこれからどうするのか？」と

の日常的，問いに対して考えてみたい。その際に目の前に

起る事実の認識は3つに大別される。「反応」するか「対

処」するか「熟慮」するかで①「捏造された事実」②「現

われた事実」③「実際の事実」に大別される。「反応」と

は新しい現象に対して過去の経験で対処したデーターベー

スと照らし合わせて本能的、瞬間的に生じるものである。

本能的判断つまり思考の無い無意識の行動は誰でも経験の

ある事で、お酒を飲みすぎて前後不覚の状態でも岐路につ

く、無意識判断です。脳のデーターベースが過去の行動パ

ターンから体に指令を発して行動させる。それ自体は生物

学的に生きる為に必要なものであり無視はできないもので

ある。ところが厳密には過去の状況と現在の状況が全く同

じ事はありえないことから、実際の事実を客観的に捉えな

い主観的なものである。つまり、思い込みである「捏造さ

れた事実」となる。例えば、過去のトラウマを持つ人が過

大に反応するケースが典型的である。問題は入力を選別し

ないとコンピューターのネット検索に出てくるspam(ゴミ

情報)と同様のものが我々の脳に蓄積されて、「ゴゴミを入れ

ればゴミがでる」結果として不確かな情報で決断、行動し

て、新しい創造を作り上げる事になる。我々の仕事である

構造設計も不確かな断層、地盤情報を元にする不確かな地

震、不確かな基規準、不確かなソフト、不確かな図面、不

確かな工事等々中で真実らしい結論を導き出して「安全な

建物？？」を日々、創造し続けている事を深く肝に命じる

必要がある。つまり、「捏造された事実」に頼る事無く｢現

われた事実｣を論理的、理性的、客観的に且つ、直感的（感

性的）に熟慮の上、少しでも「実際の事実」に近い安全メ

カニズムを持つ建造物の創造に傾注する事が重要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　眞崎　雄一　　　

編集後記 （２０１０．９．１４）

　編集が遅れて、民主党の代表選挙の日と

なってしまった。あるいは記念すべき日に

当たっているのかも知れず、ならば告発す

るのに幸いだ。／９月５日、経緯が不明で

あるものの、サポーター票なるものをある

食堂の中国人女性店員が持っていて、その

行使の違法性について店主が忠告していた

のを目撃した。外国人が選挙権を持ってい

るという噂は本当だった。この選挙は野党

の党首選ではなく、総理大臣を決める選挙

であるから、日本の命運を外国人にゆだね

かねない怖ろしさが現実のものとなってい

る。／世の中というものは両端で旗を振る

各５％の白と黒と、間で追随する９０％の

灰色によっ構成される巨大なフラクタル構

造と見なせるものと仮定する。これは国権

を支配するに足る員数は構成員の５％で可

能である事を意味する。ＴＶ、新聞社、そ

の他、、、具体例を挙げようとするとこの

ような活動は用意周到なため「不起訴不当

だが証拠不十分である」ことが多い。／さ

てこの頃の日本社会の不安はひとえに景気

問題であるという外観を呈するが、実は各

フラクタル構造の白が、正義を放棄して黒

化する現象が生み出すものだと考えられ

る。即ち結果における信頼の喪失を挙げる

ことができる。／白（三権）が正義を放棄

する理由は収賄と恫喝という定形があるよ

うだが、それにしても司法は人々の正義に

対する渇きを知らなすぎるのだ。ヤリ放題

の「無法地帯」が存在して為す術が無い様

に見える、これが国民の実感だ。／世界規

模での食料問題、飲料水問題、等々の解決

に取り組むとき国家を信じなくなった民を

どのようにリードできるのかな。／今、地

球を目指す冥王星の軌道の外側に有る長径

２４０㎞の物体とは救世の箱船なのか、ソ

ドムの火なのか。見間違いなのか。(安田)


